
市民の想い

　本計画の策定に当たって、市民の皆さま2,000	人（対象18	歳以上、回答率39.5%）にアンケー
トを実施しました。

（１）市民アンケート

　『住み心地が良い』（大変住みよい＋まあまあ住みやすいの合計）は62.3％、『住み心地が良くな
い』（やや住みにくい＋大変住みにくいの合計）の15.4％を大きく上回ります。（左図）
　年齢別の『住み心地が良い』は10代が最も高くなっています。（右図）

田村市の住み心地
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　『愛着を感じる』（感じている＋どちらか
というと感じているの合計）は67.2％で
あり、『愛着を感じない』（どちらかという
と感じていない＋感じていないの合計）の
28.1％を大きく上回ります。

郷土への愛着
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令和２年

平成25年

　「今後も暮らしたい」は70％近くに上り、平成25年（2013年）調査結果から7.1ポイント高く
なっています。（上図）
　年齢別の「今後も暮らしたい」は10代が最も低く、年齢が上がるほど高くなっています。（下図）

定住意向

買い物や日常生活に不便が多い 71.6％

交通環境が良くない 56.8％

にぎわいがない 46.6％

市 内居住意向が低い人の
住みたくない主な理由

0% 10% 20% 30% 50%40% 60%

住みやすいまち 56.256.2

安全・安心なまち 43.243.2

活気のあるまち 27.627.6

便利なまち 21.0

自然の豊かなまち 17.217.2

人々が明るいまち 14.214.2

きれいなまち 6.76.7

先端技術が生かされたまち 4.94.9

文化･歴史のあるまち 4.24.2

静かなまち 2.5

わからない 1.3

その他

無回答

1.3

3.43.4

　「住みやすいまち」
（56.2％）が最も高く、
「安全・安心なまち」
（43.2％）が続きます。

まちづくりへの期待
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　第１次計画の32施策について、『満足度』（満足＋やや満足+ふつうの合計）は「市民との協働に
よるまちづくり」が最も高く、「文化財の保存と継承」が続きます。（左図）
　『重要度』（重要＋やや重要の合計）は「医療提供体制の充実」が最も高く、「雇用の確保」が続き
ます。（右図）

0% 25% 75%50% 100%

2①医療提供体制の充実 79.879.8
1⑥雇用の確保 74.4
1④商業の振興 68.968.9
1③工業の振興 68.668.6

2③高齢者支援施策の充実 68.468.4
3①学校教育の充実 68.268.2

2⑤子育て支援施策の推進 67.867.8
4⑧安全・安心な生活の確保 65.765.7
6②財政の健全化の推進 65.365.3

4⑥道路・交通ネットワークの整備 64.864.8
4②環境保全対策の充実 64.564.5

4①計画的な土地利用の推進 64.164.1
2②生涯にわたる健康づくりの推進 63.863.8

2⑥地域福祉の充実 63.563.5
1⑤観光ネットワークの形成 62.662.6
1①農業・畜産業の振興 62.562.5
4④上下水道の整備 61.361.3

3②青少年の健全育成 60.560.5
6①時代に適した行政の推進 60.560.5
4⑨地域にあった景観づくり 59.459.4
2④障害者支援施策の充実 59.359.3
4③資源循環型社会の推進 59.259.2

4⑦水辺環境の整備 57.757.7
4⑤うるおいのある住環境の整備 56.256.2

1②林業の振興 53.8
3③生涯学習の充実 52.2

5②市民一人ひとりを大切にするまちづくり 50.1
3⑥スポーツ・レクリエーション活動の推進 46.7

3④芸術文化活動の推進 44.244.2
5①市民との協働によるまちづくり 43.643.6

3⑤文化財の保存と継承 41.041.0
3⑦国内外での広域的な交流の推進 40.040.0

重要度

0% 25% 75%50% 100%

5①市民との協働によるまちづくり 76.5
3⑤文化財の保存と継承 76.4

5②市民一人ひとりを大切にするまちづくり 74.8
2②生涯にわたる健康づくりの推進 74.7

3②青少年の健全育成 74.3
3⑦国内外での広域的な交流の推進 73.3

4④上下水道の整備 72.9
2④障害者支援施策の充実 72.0

2⑥地域福祉の充実 72.0
3①学校教育の充実 71.771.7

6①時代に適した行政の推進 71.471.4
4⑧安全・安心な生活の確保 71.371.3
4③資源循環型社会の推進 70.170.1
2③高齢者支援施策の充実 70.070.0
4②環境保全対策の充実 69.869.8
3④芸術文化活動の推進 69.769.7

3⑥スポーツ・レクリエーション活動の推進 68.568.5
2⑤子育て支援施策の推進 68.268.2

3③生涯学習の充実 66.166.1
4⑤うるおいのある住環境の整備 64.064.0

6②財政の健全化の推進 63.463.4
4⑦水辺環境の整備 62.562.5

4⑨地域にあった景観づくり 62.262.2
4①計画的な土地利用の推進 56.056.0
2①医療提供体制の充実 55.855.8

4⑥道路・交通ネットワークの整備 53.8
1①農業・畜産業の振興 52.4

1②林業の振興 51.8
1③工業の振興 50.9

1⑤観光ネットワークの形成 48.2
1④商業の振興 41.041.0
1⑥雇用の確保 39.439.4

満足度

まちづくり施策の満足度と重要度
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　アンケートの『重要度』と『不満度』を用いて施策の優先度をグループ化しました。
　重要度と不満度がともに高い第４グループ（グラフの右上）が重点かつ優先する施策と考えられ
ます。

市民意向に基づく施策の優先度

▶	第４グループに位置づけられた施策

分野 施策 重要度 不満度

産業 １①農業・畜産業の振興 62.5 41.4

産業 １③工業の振興 68.6 42.6

産業 １④商業の振興 68.9 53.1

産業 １⑤観光ネットワークの形成 62.6 44.5

産業 １⑥雇用の確保 74.4 54.1

健康・福祉 ２①医療提供体制の充実 79.8 40.3

都市整備・生活環境 ４①計画的な土地利用の推進 64.1 36.3

都市整備・生活環境 ４⑥道路・交通ネットワークの整備 64.8 39.6

第１グループ
重要度「低」×不満度「低」

◆障害者支援施策の充実
◆生涯学習の充実　◆芸術文化活動の推進
◆文化財の保存と継承
◆スポーツ・レクリエーション活動の推進
◆国内外での広域的な交流の推進
◆資源循環型社会の推進
◆うるおいのある住環境の整備
◆市民との協働によるまちづくり
◆市民一人ひとりを大切にするまちづくり

第４グループ
重要度「高」×不満度「高」

◆農業・畜産業の振興
◆工業の振興
◆商業の振興
◆観光ネットワークの形成
◆雇用の確保
◆医療提供体制の充実
◆計画的な土地利用の推進
◆道路・交通ネットワークの整備

第２グループ
重要度「低」×不満度「高」

◆林業の振興
◆水辺環境の整備
◆地域にあった景観づくり

第3グループ
重要度「高」×不満度「低」

◆生涯にわたる健康づくりの推進
◆高齢者支援施策の充実
◆子育て支援施策の推進
◆地域福祉の充実　　◆学校教育の充実
◆青少年の健全育成　◆環境保全対策の充実
◆上下水道の整備
◆安全•安心な生活の確保
◆時代に適した行政の推進
◆財政の健全化の推進

重要度
基準60％

重
要
度
　
高

重
要
度
　
低

不満度　低 不満度　高
不満度
基準30％
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　本計画の策定に当たって、市民、団体、高校生・大
学生（市外を含む）、市職員による「Tamura	Future	
ワークショップ」を全７回開催しました。
　市民等との話しあいで生まれた様々なご意見やアイ
デアは、本計画の内容及び事業運営に反映しています。

（２）Tamura	Ｆuture	ワークショップ

令和３年（2021年）

２月28日（日）

４月25日（日）

６月27日（日）

10月３日（日）

11月７日（日）

11月28日（日）

12月19日（日）

月日

「田村市」ってどんなまち？

実際に「田村市」を見てみよう！

「田村市」、どんなまちにしたい？

SDGｓとは？

「田村市」を見つめてみよう

私たちには何ができるだろう？

合計（延べ参加人数）

テーマ

36人

27人

23人

22人

23人

20人

24人

175人

市民等

17人

17人

17人

14人

11人

14人

15人

105人

職員回

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

※新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、３月、５月、８月、９月は開催を見あわせた
※参加人数は事務局を除く
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将来像のキーワード　　（第３回テーマ　『田村市』、どんなまちにしたい？）

Characteristic
【田村市
らしさ】

自然豊か、人情深い
やりたいことを応援してくれる
合併前の町村の特色
多様性の教育、柔軟な教育ができる
一つ一つの光るものがあるが、統一性がない　等

若者に魅力が伝わるまち
市民が活躍、皆がともに輝ける
多様性
常にチャレンジ精神を持つ
既存の企業と誘致企業の共存　等	

Sympathy
【共感・共鳴】

世代や地域を超えて学びあい
みんなでつくりあげるまち
ワクワクするまち
季節によって、四季が明瞭
まちの装飾
静か！大自然！　等

Vision
【目指す
未来像】
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